


   やさしいまちづくりの主役は、私たち一人一人
 　三木市人権尊重のまちづくり条例が施行されて24年
 「みんなでつくる人権尊重のまち」をスローガンに積極的な取組を展開中!!

　いろいろな生き方が認められること　 65.2

   一人ひとりが、相手を思いやる心をもつこと 63.7

　権利が保障され、自由に生活できること 60.9

　個人のもつ可能性を発揮する機会を与えられること　 42.4

　差別に対する救済の手だてがあること 37.0

　みんなと仲良くできること 27.3

　その他 2.0

　無回答 3.1

三木市人権尊重のまちづくり基本計画（第４次）策定三木市人権尊重のまちづくり基本計画（第４次）策定
                                                                

2002年に同和対策事業が終了したにも
かかわらず、対象地域が優遇されている
という見方が根強くある。

「人権」が、生活の場におい
て、日常の身近なものとして
根付いてきています。 
しかし、一方で・・・

質問２ 「今でも、行政から対象地域は特別な扱いを受け優遇されている」
の意見について、あなたはどう思いますか？ 　　　　　　　　         

（278）人権の小窓

今回の調査では、差別的な発言の問題性
に気づかない人が前回調査より減ってい
る一方で、「わからない」と答えた人が
多く、特に若年層で５～６割という結果
から、同和問題に関する知識や情報が不
足しているということがわかります。

 人権尊重のまちづくり基本計画(第4次）策定にご協力いただいた懇話会委員のご意見より（抜粋）

対象地域の人のためだけではなく、いろいろ
な形で、すべての人の生活がよくなった。

教科書無償化も同和問題を契機として、
すべての地域を対象にすすめられてきた。
「ふるさとに生きる」 ｖｏl.31　P3～4参照

質問１ あなたは「人権が尊重される」ということは、どのようなこと
だと思いますか。（いくつでも）　　　 　　　　　　　　　　　　　

（％）

人権推進課長　藤田 英子

～令和５年に実施した「市民意識調査」の結果から、今後の取組へつなぐために～

三木に住んで
よかった 2001年1月

県内の市で初



皆さんの
地域

〇部落差別が大きな社会問題となっています。
　　　　インターネットを悪用した顔の見えない悪質な差別書き込み、
　　　   差別動画の投稿などによる部落差別の拡散・助長が後を絶たず…。

〇差別がなくならない原因は？
　　　　部落差別の実態や歴史を正しく知らないために、差別的な言動
　　　   を容認したり、「自分には関係ない」「何も言わない」といった
　　　   傍観者的な差別が多く発生しているのではないでしょうか。
　

　⇒⇒差別解消に向けて、誰もがそれぞれの立場で積極的に取り組む
　　  ことが「チーム三木」には必要不可欠であると考えます。

　⇒⇒条例に基づき、７年間の目標として
　   「三木市人権尊重のまちづくり基本計画（第４次）」を改定！
　　

〇私たちにできること
　　〇インターネット上に氾濫する情報をうのみにせず、情報を読み解く
　　　力を身につける！
　　〇あらゆる世代が、参加したい、参加してよかったと思える住民
　　　学習にチェンジしませんか！
　　〇たくさんの笑顔や思いやり（水や肥料）をいっぱい注いだ
　　　心豊かな土壌で人権意識の芽を育むために、
　　　「人権の畑を耕す」住民学習に参加しましょう
　 　　　 　

　  

　  　　　　　　　 だれもが平等で、一人一人がかけがえのない存在！！
 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　いじめや差別は、絶対に許さない！！
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

　　　　　　　　　住民同士が、支え合い、つながりあう！！
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そんな「チーム三木」一丸となって
 人と人とのあたたかいぬくもりが感じられる・・・

 人権尊重のまちづくりに取り組んでまいりましょう！




